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「授業参観」青田  茂雄
仙台建設業協会専務理事

●
あ
お
た
・
し
げ
お　

１
９
５
６
年

生
ま
れ
。
福
島
県
相
馬
市
出
身
。
２
０

１
６
年
５
月
か
ら
仙
台
建
設
業
協
会
の

専
務
理
事
を
務
め
る

～ セピア色の風景 ～

　

私
に
は
、
い
わ
ゆ
る
授
業
参
観

の
緊
張
の
記
憶
が
な
い
。

　

わ
が
家
は
年
中
忙
し
か
っ
た
。

本
業
稲
作
、
副
業
養
蚕
の
家
だ
っ

た
。
田
ん
ぼ
の
春
夏
秋
は
、
田
植

え
、
田
の
草
取
り
、
消
毒
、
稲
刈

り
・
稲
束
干
し
、
冬
は
田
起
こ
し
。

後
年
機
械
化
さ
れ
た
が
、
当
時
は

ほ
と
ん
ど
手
作
業
。
そ
し
て
稲
を

育
て
る
時
季
を
同
じ
く
し
て
養
蚕

だ
っ
た
。
ハ
ル
コ
（
春
蚕
）、
ナ

ツ
コ
（
夏
蚕
）、
ア
キ
コ
・
シ
ュ

ウ
サ
ン
（
秋
蚕
）、
バ
ン
シ
ュ
ウ

サ
ン
（
晩
秋
蚕
）、
バ
ン
バ
ン
シ
ュ

ウ
サ
ン
（
晩
晩
秋
蚕
）
と
年
４
～

５
回
あ
っ
た
。

　

養
蚕
は
完
全
に
手
作
業
だ
っ

た
。
父
母
、
祖
父
母
の
働
き
手
四

人
は
、
ま
さ
に
寝
て
い
る
時
間
以

外
は
働
い
て
い
た
。加
え
て
農
業
・

養
蚕
は
お
天
気
勝
負
、
雲
行
き
が

怪
し
い
と
予
想
さ
れ
れ
ば
、
家
族

総
動
員
令
発
布
で
、
子
供
た
ち
へ

は
「
手
伝
え
」
は
あ
っ
て
も
「
勉

強
し
ろ
」
の
言
葉
は
な
か
っ
た
。

　

私
の
記
憶
に
あ
る
限
り
で
は
、

小
学
・
中
学
・
高
校
の
時
代
に
親

が
学
校
に
来
た
の
は
、
母
が
小
学

校
の
時
に
３
回
、
中
学
校
の
時
に

１
回
、
父
が
高
校
の
時
に
２
回
で

あ
る
。
詳
し
く
は
順
に
、
母
が
入

学
式
、
授
業
参
観
、
学
芸
会
、
運

動
会
。
父
は
、
入
学
式
と
卒
業
式

で
あ
る
。
こ
れ
は
、
姉
二
人
、
兄

一
人
い
ず
れ
も
こ
の
程
度
だ
っ
た

と
思
う
。

　

物
心
つ
く
頃
か
ら
、
わ
が
家
で

繰
り
返
し
聞
か
さ
れ
た
言
葉
が

「
お
ら
い
（
わ
が
家
）
は
忙
し
い

ぜ
い
（
家
）
な
ん
だ
。
一
生
懸
命

働
か
な
い
と
ふ
く
し
く
（
裕
福
）

な
ら
れ
な
い
ん
だ
。
家
族
み
ん
な

で
働
か
な
い
と
駄
目
な
ん
だ
」と
。

　

当
然
、
親
は
学
校
に
来
ら
れ
な

い
、
来
な
い
も
の
だ
と
思
い
育
っ

た
。
母
は
「
小
学
校
の
入
学
式
に

行
っ
た
と
き
、
担
任
の
先
生
に
わ

が
家
は
忙
し
い
の
で
、
親
は
ほ
と

ん
ど
学
校
に
は
来
れ
ま
せ
ん
と
言

う
し
か
な
か
っ
た
」
と
苦
笑
い
し

て
い
た
の
を
覚
え
て
い
る
。

　

仕
事
一
途
な
父
自
ら
、「（
学
校

に
）
た
ま
に
、
行
っ
て
や
り
た
い

も
ん
だ
」
く
ら
い
つ
ぶ
や
い
て
く

れ
れ
ば
、
母
も
救
わ
れ
た
だ
ろ
う

し
、ま
し
て
父
か
ら「
今
度
は
行
っ

て
や
れ
」の
ひ
と
言
で
も
あ
れ
ば
。

　

私
も
自
分
の
子
育
て
を
と
う
に

終
え
た
今
だ
が
、
幼
少
の
私
自
身

が「
た
ま
に
は
学
校
に
来
て
く
れ
」

と
駄
々
の
一
つ
で
も
こ
ね
れ
ば
よ

か
っ
た
と
思
う
。

　

ど
ん
な
に
か
母
は
、
学
校
で
過

ご
す
わ
が
子
の
姿
を
見
た
か
っ
た

だ
ろ
う
と
、
半
世
紀
前
の
セ
ピ
ア

色
の
風
景
を
見
る
。


